
事務 ト

経費

[

２　事業コスト

事業費

長

等（千円）
平成28年

期

度 平成29年度 平成3

総

0年度 平成31年度 令

合

和02年度

当初予算 決

計

算 当初予算 決算 当初予

画

算 決算 当初予算 決算 計

]

画 決算

事業費 130,

そ

752 125,745

の

128,631 126

他

,837 129,16

分

8 125,707 17

野

6,100 0 176,

別

100 0

伸び率（％）

目

0% 0% △1.6% 0

標

.9% 0.4% △0.

４

9% 36.3% △10

誰

0% 0% 0%

人件費
正

も

規職員 6,200 6,

が

438 6,142 6,

安

780 8,312 8,

心

552 10,950 0

し

10,950 0

正規職

て

員以外 2,999 1,

住

432 1,674 1,

み

674 1,322 1,

続

506 1,514 0 1

け

,514 0

小計 9,1

ら

99 7,870 7,8

れ

16 8,454 9,6

る

34 10,058 12

持

,464 0 12,46

続

4 0

国庫支出金 0 0 0

可

0 0 0 0 0 0 0

県支出

能

金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

な

0

市　　債 0 0 0 0 0

ま

0 0 0 0 0

そ の 他

ち

11,922 11,9

事

20 19,421 19

業

,450 22,056

区

22,056 78,9

分

42 0 78,942 0

(

一般財源（税等） 11

2

8,830 113,8

)

25 109,210 1

自

07,387 107,

治

112 103,651

事

97,158 0 97,

務

158 0

所要人数 正規

法

職員 0.78 0.81

定

0.77 0.85 1.

受

04 1.07 1.37

託

0.00 1.37 0.

事

00

（人） 正規職員以

務

外 1.99 0.95 1

そ

.06 1.06 0.8

の

4 0.86 0.87 0

他

.00 0.87 0.0

政

0

主な予算内訳
バス利

　

用交付金　６４，４８

策

９千円

９
将来

３　目標及び実績
指標

に

名 単位 平成28年度 平

向

成29年度 平成30年

か

度 平成31年度 令和0

っ

2年度

活
動
指
標

バスカ

て

ード及び駐車場利用券

希

　配布者数
人

目標値 3

望

9000 39000 3

の

9000 39000

実

持

績値 37901 380

て

82 38492

達成度

る

(%) % 97.7% 9

福

8.7% % %

公衆浴場

祉

回数券　配布者数
人

目

社

標値 34000 340

会

00 34000 340

の

00

実績値 32697

形

33211 33902

成

達成度(%) % 97.

会

7% 99.7% % %

成

計

果
指
標

バスカード及び

款

駐車場利用券　利用回

施

数
回

目標値 75000

　

0 750000 750

策

000

実績値 7511

２

37 726006 72

高

1326

達成度(%)

齢

% % 96.2% % %

公

者

衆浴場回数券　利用回

の

数
回

目標値 27000

生

0 270000 270

活

000

実績値 2660

の

23 266139 25

充

8152

達成度(%)

実

% % 95.6% % %

事

会計・ 項

予算区分 目

取組方針 ２
高齢者が心身ともに健康な生活を送ることができるまちづ 大事業

くり 中事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 ～ 担当課・担当課長・Tel 高齢者・地域福祉課 堀内　達也 435-1063

事

業

業実施の根拠法令 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

高齢者の外出支援及び生きがい支援。 ７０歳以上の高齢者にバス、市営駐車

チ

場、公衆浴場を割引料金で利用させることで、外出を促す。また、

６５歳以上の高齢者に市の施設及び協力民間施設を無料又は割引料金で利用できる優待利用券を配布する

ことで外出を支援する。

事
業
内
容

平成28年度 平成

ェ

29年度 平成30年度 平成31年度 令和02年度

７０歳以上の高齢者に、バス ７０歳以上の高齢者に、バス ７０歳以上の高齢者に、バス ７０歳以上の高齢者に、バス ７０歳以上の高齢者に、バス

又は市

事

営駐車場及び公衆浴場

ッ

務

又は市営駐車場及び公

事

衆浴場 又は市営駐車場

業

及び公衆浴場 又は市営

N

駐車場及び公衆浴場 又

o

は市営駐車場及び公衆

事

浴場

の割引利用券を配

業

布。事業者 の割引利用

名

券を配布。事業者 の割

[

引利用券を配布。事業

事

者 の割引利用券を配布

ク

業

。事業者 の割引利用券

基

を配布。事業者

には交

本

付金を交付。６５歳以

情

には交付金を交付。６

報

５歳以 には交付金を交

]

付。６５歳以 には交付

1

金を交付。６５歳以 に

5

は交付金を交付。６５

1

歳以

上の高齢者に市の

2

施設及び協 上の高齢者

シ

8

に市の施設及び協 上の

外

高齢者に市の施設及び

出

協 上の高齢者に市の施

支

設及び協 上の高齢者に

援

市の施設及び協

力民間

事

施設を無料又は割引料

業

力民間施設を無料又は

事

割引料 力民間施設を無

業

料又は割引料 力民間施

区

設を無料又は割引料 力

ー

分

民間施設を無料又は割

(

引料

金で利用できる優

1

待券を配布 金で利用で

)

きる優待券を配布 金で

事

利用できる優待券を配

業

布 金で利用できる優待

経

券を配布 金で利用でき

費

る優待券を配布

。 。 。

管

。 。

理



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

元気７０パス事業について、配布率は微減しているが、過去に行ったアンケート結果などからも一定のニーズがあると思わ

れる。ただし、地域によっては利用し

４

にくいところもあり不

　

公平感があることから

事

格差解消のために見直

業

しが必要

老人優待利用

の

券については、現行は

評

元気７０パスの本人確

価

認書類としての意味合

評

いが強く見直す必要が

価

る。

担当課評価の根拠

基

元気７０パスについて

準

は、地域格差の偏りを

[

少しでも是正するため

妥

に路線バス以外の方法

当

についても広く検討す

性

る。

老人優待利用券に

]

ついては、利用可能な

事

施設を増やせていけな

業

いか検討する。

見直し

の

・改善内容

ニーズはあるか 増加している ○ 横ばい 減少している

[妥当


